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Abstract
The present study explored the relationship between psychological deficiency in face-to-
face situations and ibasyo feeling in Social Networking Service universe. Feelings of Unreality 
Scale(Moroi et al., 2015a; Sunaga, 1996), Over-Adaptation Scale (Moroi et al., 2015b; Ishizu & 
Ambo, 2008), and Ibasyo Feeling in SNS Universe Scale (Kishi & Moroi, 2011; revised to 
measure feeling in the SNS universe) were administered to female undergraduates (N=563). 
Accoriding to the partial correlation analyses and the multiple regression analyses, 
psychological deficiency in face-to-face situations led to negative ibasyo feeling in SNS 
universe, while induced positive ibasyo feeling. The significance of research on the 
psychological mechanism underlying ibasyo feeling in SNS universe was discussed.
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2013 年 5 月 30 日，6 月 10 日 ; 2015 年 4 月


























2年 3年 4年 合計
2013年 100 90 17 207
2015年 146 44 7 197
2017年 93 59 7 159













































年 64.3%，2015 年 73.1%，2017 年 75.5%）。
また，一元配置分散分析によって平均値比較を
試みると，同様に「2013年 <2015年 ≑ 2017年」
の有意な傾向が見られた。SNSにおける居場
所感覚尺度については，SNSを少なくとも 1












2013年 <N=207> 2015年 <N=197> 2017年 <N=159>
0．まったく SNSを利用しない 8 1 1
1．ほとんど SNSを利用しない 4 3 5
2．一週間に数回は利用する 10 6 3
3．一日のうち必ず一度は利用する 52 43 30
4．一日のうちで頻繁に利用する 133 144 120
m=3.44a　SD=0.96 m=3.65b　SD=0.66 m=3.65b　SD=0.73
［一元配置分散分析］F(2,560)=4.68, p=.010






























（SD<.60; real_a_10, real_c_2, real_d_2, real_
























用 者 : m=1.76, SD=0.76, N=16; 利 用 者 : 
m=1.58, SD=0.53, N=388 / t(15.61)=.92, ns.）。
3．過剰適応傾向尺度




























非利用者 m=3.03, SD=0.68, N=6; 利用者 : 
m=2.78, SD=0.61, N=153; t(157)=.99, ns. / 「Ⅱ．
期待に添う努力」: 非利用者m=2.81, SD=0.19, 
N=6; 利 用 者 : m=2.85, SD=0.50, N=153; 
t(8.11)=.43, ns. / 「Ⅲ．人からよく思われたい欲
求」: 非利用者 m=3.13, SD=0.47, N=6; 利用者 : 








real_a_1 まわりの世界は止まっていて，その中を自分だけが動いているような感じがする。 .63 .60
real_a_3 鏡で自分の顔や姿を映してみると，それが自分だという感じがあまりしない。 .62 .59
real_a_4 自分が他の人と話をしているときなど，自分の出ている映画を見ているような感じがする。 .60 .56
real_a_5 何か物を見ても，本当にそこに存在していると感じられないことがある。 .68 .65
real_a_7 自分の動作に対して，自分がしているとは感じない。 .64 .61
real_a_8 自分自身が現実には存在していないような奇妙な感じがする。 .72 .68
real_b_1 離れたところから自分を感じているような経験がある。 .69 .67
real_b_2 身近の出来事が遠くの出来事のように思える。 .68 .66
real_b_3 風景や建物が幻みたいに見える。 .69 .65
real_b_4 人々が機械仕掛けの人形のように感じられる。 .69 .65
real_b_5 周囲と自分とが切り離されているような感じがする。 .76 .74
real_b_6 他の人と話をしているとき，自分が話をしているという実感がない。 .68 .66
real_b_7 自分の時間だけがまわりの世界から隔絶されたように感じる。 .77 .74
real_b_8 自分の動きを自分でうまくコントロールできない感じがする。 .64 .62
real_b_9 自分の声がおかしなものに聞こえ，自分の声ではないような気がする。 .63 .61
real_b_10 周囲と自分との間にガラスのような透明な壁があるような感じがする。 .68 .66
real_c_1 周囲の物が本当にそこにあるのか疑問に思うことがある。 .69 .65
real_c_3 目覚めているときもまるで夢の中にいるような感じがする。 .68 .65
real_c_4 自分のまわりの世界が存在していないかのように感じることがある。 .74 .71
real_c_5 音楽や人の声を聞いてもその音を感じないことがある。 .55 .53
real_c_6 周囲の物が奇妙に見える。 .63 .60
real_c_7 目の前にあるものでさえもまるで遠く離れたところから眺めているように感じることがある。 .62 .60
real_c_8 感覚が鈍くなったように感じることがある。 .60 .58
real_c_9 もとの自分ではなくなってしまったように感じることがある。 .62 .61
real_c_10 自分の意思とは関係なく，体が機械のように自動的に動いている感じがする。 .67 .65
real_d_4 自分が今まで親しんできた人や物が何となく疎遠に感じられることがある。 .55 .54
real_d_5 何かをしているとき，手をとめて，行っているのは自分だと確かめることがある。 .59 .56
real_d_6 自分のまわりのことがまるで違う世界のことのように思える。 .77 .75
real_d_9 この世界にいる人間は自分だけのような感じがする。 .64 .61
real_e_3 他の人と話をしているとき，自分の外から自分を見ているような気分になる。 .62 .60
real_e_4 人々が生きているように感じられないことがある。 .67 .64
real_e_5 自分の行動や考えていることを他人のことのように眺めている感じがする。 .70 .68
real_e_6 現実にはどこかしら違和感を覚える。 .74 .71
real_e_7 人の話を聞いて，何だか決められた台詞をしゃべっているような感じがする。 .67 .65
第Ⅰ主成分説明率 44.24%　α=.96（c）




















* Ⅰ Ⅱ Ⅲ
〔Ⅰ．自己抑制〕
over_b_4 私は，心の中で思っていることを人に伝えないことが多い。 自 .82 -.03 -.03
over_a_4 私は，自分の気持ちを抑えてしまうほうだ。 自 .79 .06 .04
over_a_8 私は，自分が思っていることを口に出さないようにする。 自 .76 .11 .01
over_c_3 私は，相手と違うことを思っていても，それを相手に伝えないことが多い。 自 .68 -.16 .08
over_b_8 私は，自分が考えていることをすぐには言わないようにする。 自 .61 .11 -.08
over_a_9 私は，自分の意見を無理に通すことはしない。 自 .60 -.07 -.05
〔Ⅱ．期待に添う努力〕
over_c_5 私は，自分の価値がなくなってしまうのではないかと心配になり，がむしゃらに頑張る。期 -.00 .69 -.09
over_a_10 私は，期待には応えなくてはいけないと思う。 期 -.04 .68 .07
over_c_4 私は，とにかく人の役に立ちたいと思う。 他 -.14 .65 -.01
over_c_2 私は，期待に応えるために，成績をあげるように努力する。 期 -.01 .63 -.03
over_c_1 私は，まわりの人からの要求に敏感なほうである。 期 .09 .56 .03
over_b_2 私は，まわりの人からの期待を敏感に感じている。 期 .01 .54 .10
over_a_5 私は，自分が少し困っても，相手のために何かしてあげることが多い。 他 .02 .51 .01
over_a_2 私は，まわりの人から「能力が低い」と思われないように頑張る。 期 .17 .45 .01
〔Ⅲ．人からよく思われたい欲求〕
over_a_7 私は，まわりの人から気に入られたいと思う。 人 -.02 -.04 .93
over_b_7 私は，自分をよく見せたいと思う。 人 -.04 -.07 .69
over_b_3 私は，まわりの人から認めてもらいたいと思う。 人 -.08 .26 .53
over_a_3 私は，相手に嫌われないように行動する。 人 .25 .09 .48




適合度検定 : χ2(102)=153.11, p=.001
初期固有値 >1.69; 初期説明率 53.82%
*: 石津・安保（2008）との対応〈他者配慮，期待に沿う努力，人からよく思われた欲求，自己抑制〉
表 4-b　過剰適応傾向における下位尺度の検討
項目相関（a） 信頼性係数値（b） 平均値（c） 標準偏差 正規性検定（d）
Ⅰ．自己抑制 r=.52-.74 α=.86 2.79　b 0.61 .10, p=.001
Ⅱ．期待に添う努力 r=.47-.73 α=.77 2.85　b 0.49 .07, ns.
Ⅲ．人からよく思われたい欲求 r=.43-.62 α=.81 3.26　a 0.50 .13, p=.001









* Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
〔Ⅰ．心理的充足感〕
sns_e_7  SNSを利用することで，私は生き生きとできる。 精 .84 -.10 -.07 .11 .06
sns_d_5  SNSを利用していると，私はほっとできる。 精 .81 .02 -.10 .04 .05
sns_e_1  SNSを利用していると，私はくつろげる。 精 .79 -.10 -.13 -.07 -.02
sns_e_8  SNSを利用することで，私は安定した気持ちになる。 精 .79 -.07 -.06 .11 .04
sns_d_6  SNSを利用していると，私は自分自身を実感できる。 × .71 .06 -.04 .18 .09
sns_a_5  SNSで交流することで，私はリラックスできる。 精 .70 -.03 .11 -.01 .01
sns_e_2  SNSを利用していると，私は自分を見失わないでいられる。 × .66 -.02 -.11 .23 .05
sns_c_3  SNSの画面を閲覧していると，私は安心できる。 精 .61 .14 .04 -.05 .02
sns_c_7  SNSを利用しているときには，ありのままの私を出せる。 精 .61 -.00 .12 -.02 -.10
sns_c_1  SNSで何か書き込んでいると，ありのままの私でいられる。 精 .59 .02 .07 -.01 -.10
sns_a_6  SNSを閲覧することで，私だけの時間がもてる。 没 .58 .07 .07 -.08 -.04
sns_f_9  SNSを利用する際，私は自由な感じがする。 × .57 -.10 .05 .06 -.11
sns_c_9  SNSを通した交流に ,居心地の良さを感じる。 精 .56 .02 .28 -.04 -.01
sns_f_2  SNSで交流していると，私はやりがいを感じる。 没 .53 .04 .12 .23 -.03
sns_b_2  SNSでだれかと交流することによって，夢中になれるものを見つけることができる。没 .53 .06 .17 .08 -.05
sns_b_7  SNSを利用していると，私は楽しくなる。 精 .48 -.05 .32 -.23 -.11
sns_f_4  SNSを利用することで，私は自分の好きなことを見つけることができる。 没 .47 .02 .14 -.08 .01
sns_b_8  SNSを利用していると，私自身のことについて考えることができる。 没 .46 .19 .16 -.11 .04
sns_c_4  SNSの画面を見ていると，私は物思いにふけることができる。 × .45 .35 .02 -.12 -.04
sns_f_7  SNSを通した交流に，私は満足している。 × .42 -.21 .28 -.04 -.03
〔Ⅱ．自己疎外感〕
sns_c_5  SNSを利用していると，私は一人ぼっちであると感じる。 疎 .05 .82 -.08 -.01 -.20
sns_a_7  SNSを閲覧しているときに，私は自分が孤立している感じがする。 疎 .06 .75 -.04 .03 -.05
sns_c_8  SNSを利用していると，私はさびしくなる。 疎 -.02 .75 .03 -.01 -.06
sns_d_1  SNSを利用していても，私の居場所がない感じがする。 疎 -.03 .72 .03 -.03 .07
sns_c_2  SNSの画面を閲覧していると，私は落ち込みがちになる。 疎 -.11 .71 .01 .10 -.05
sns_b_9  SNSを利用しているときに，私は無視されている感じがすることがある。 × .09 .64 -.02 .04 -.07
sns_d_4  SNSを利用していると，私の考えや悩みを誰にも分かってもらえない感じがする。 被 .02 .59 -.03 .04 .17
sns_b_3  SNSを利用しているときに，私は SNSの人たちから自分が必要とされていな
いような気がする。 × .16 .59 -.06 .01 .06
sns_f_5  SNSで交流しようとしても，私はまわりの人の輪になかなか入れない。 疎 .05 .54 -.08 -.09 .20
sns_e_3  SNSを利用していると，ストレスを感じる。 疎 -.16 .50 .04 .09 .16
sns_f_10  SNSでの交流しているときに，私はまわりの人から受け入れられていない気がする。疎 .16 .50 -.06 .12 .15
sns_e_6  SNSでの交流は，私の思い通りにできないことが多い。 疎 -.02 .46 .19 -.03 .21
sns_a_4  SNSでの交流は，私にとって居心地が悪い。 × -.21 .43 -.03 .16 .11
〔Ⅲ．被受容感〕
sns_b_10 私が利用している SNSには，私を大切にしてくれる人がいると感じる。 被 -.06 -.01 .81 .11 .04
sns_b_5  私が利用している SNSには，私の存在を認めてくれる人がいる。 被 .09 .02 .75 .00 .08
sns_a_8  SNSで交流している人の中に，私の悩みを聞いてくれる人がいる。 被 -.04 -.02 .71 .19 -.09
sns_e_10  SNSの中には，私のことを気にかけてくれる人がいる。 被 .02 -.03 .68 .13 .10
sns_d_8  SNSの中には，私を受け入れてくれる人がいる。 被 .14 -.07 .61 .13 .07
sns_a_2  SNSでは，私を本当に理解してくれる人がいる  。 被 .04 .03 .59 .12 -.15
sns_e_4  SNSの中には，私と気持ちが通じ合う人がいる。 被 .21 -.07 .54 .09 .08
sns_b_4  SNSを用いることで，誰かと交流できる。 被 .21 -.03 .54 -.08 .06
sns_b_6  私が利用している SNSには，私と同じ考え方や価値観をもっている人がいる。 被 .28 .06 .51 -.11 .02
〔Ⅳ．自己有用感〕
sns_a_9  いつも利用している SNSから私が抜けると，困る人がいる。 有 -.04 .08 .29 .54 -.12
sns_a_3  SNSでは私がいないと，さびしがる人がいる。 × .04 .12 .35 .52 -.11
sns_e_5  SNSで交流していると，私は頼りにされている。 有 .17 .02 .34 .46 .04
〔Ⅴ．戸惑い〕
sns_d_7  私には、SNSで何をしてよいのか迷うことがある。 没 .04 .31 .04 -.12 .65
sns_e_9  SNSを利用して，私は何をしてよいか分からない。 × -.13 .28 .01 -.00 .53
sns_f_1  SNSで交流しようとすると，私はまごつくことが多い。 疎 -.04 .34 .07 -.08 .45
［因子相関］ Ⅰ *** .06 .56 .18 -.27
Ⅱ *** .03 .1 .24
Ⅲ *** .17 -.17
Ⅳ ** .18
N=541
適合度検定 : χ2(898)=1950.46, p=.001
初期因子固有値 >1.35; 初期説明率 52.99%





























項目相関（a） 信頼性係数値（b） 平均値（c） 標準偏差 正規性検定（d）
Ⅰ．心理的充足感 r=.45-.75 α=.94 2.33　b 0.59 .04, p=.024
Ⅱ．自己疎外感 r=.45-.70 α=.90 1.91　d 0.55 .06, p=.001
Ⅲ．被受容感 r=.59-.74 α=.90 2.57　a 0.66 .08, p=.001
Ⅳ．自己有用感 r=.51-.62 α=.74 1.73　e 0.60 .15, p=.001





(c): 異なる英文字は互いに有意に異なることを示す（Bonferroniの法 ; p<.05）。
(d): Kolomogorov-Smirnovの検定〈Lillieforsの修正〉















































































従属変数 : Ⅰ．心理的充足感 β
利用頻度 .24 p=.003
R2=.06 p=.003
従属変数 : Ⅱ．自己疎外感 β
Ⅲ．人からよく思われたい欲求 .27 p=.001
R2=.07 p=.001
従属変数 : Ⅲ．被受容感 β
利用頻度 .18 p=.031
R2=.03 p=.031
従属変数 : Ⅳ．自己有用感 β
Ⅰ．自己抑制 .16 p=.048
R2=.03 p=.048








































































































Amer i can  Psych iatr i c  Assoc ia t i on  2013 
Diagnostic and statistical manual of mental 































る FTFおよび SNSコミュニケーション 対人社
会心理学研究，15，55–62.
諸井克英 2004 携帯電話－孤独の迷宮と「親指コ


















須永範明 1996 非現実感質問紙の作成 心理学研究，
67，86–93.
髙橋尚也・伊藤綾花 2016 SNS利用における青年

























Ⅰ．心理的充足感 -.03 .05 .06
Ⅱ．自己疎外感 .20 .24 .27
p=.013 p=.002 p=.001
Ⅲ．被受容感 .03 .04 .11
Ⅳ．自己有用感 .16 .07 .07
p=.048
Ⅴ．戸惑い .18 .11 .14
p=.030
N=153
